
令和元年 第 1回理事会 

日時 令和元年 7月 6日 13：30～17：00 場所 大垣徳洲会病院 

出席者 須貝会長、中根氏、木下氏、吉田氏、田中氏、鈴木氏、 

山河氏、森島氏、加藤清氏、東灘氏、林節氏、君垣氏、 

古桧山氏、藤井氏、川崎氏、廣渡氏、野尻氏 

 

会長（須貝） 

■養成校入学式 

①岐阜保健短期大学：山河事務局長(平成 31年 4月 2日) 

②平成医療短期大学：林 

③サンビレッジ国際医療福祉専門学校：須貝 

 

■47都道府県委員会 

日程：平成 31年 4月 13日(土) 

場所：TKP築地新富町カンファレンスセンター 

参加者：林 節也氏、須貝氏 

内容：①災害対策室：大規模災害発生を想定したシミュレーション訓練報告 

②制度対策部報告：学童保育と作業療法士の連携について 

③MTDLP士会連携支援室報告：MTDLP推進委員の 1年間の延期 

・課題に対する対応ができる士会組織マネジメントについて 1年かけて検討・構築する。 

④広報部・事務局報告 「協会員=士会員」に向けての準備状況報告 

⑤地域包括ケアシステム推進委員会報告：地域ケア会議の状況と作業療法士の課題 

・地域 OT支援 WG：シンポジウム、グループワーク 

・人材育成が課題、資格制度、IADLに主眼、模擬会議行い OTの理解を。 

⑥士会情報共有：学童保育、運転支援 

・学童保育との共同については各士会の実情に応じて頂く。 

⑦介護リフト普及協会の紹介 

⑧ディスカッション「運転・精神・認知症・発達」 

⑨臨床実習指導者講習会：アンケート集計結果報告 

・各養成校から一人を世話人として輩出する、今年で 10人講師を務められる人材を確保す

る。 

⑩臨床実習指導者講習会：アンケート集計結果報告 

⑪教育部：臨床実施集 

 

 

 



■岐阜県リハビリテーション協議会 

日程：平成 31年 4月 19日(金)19：00～21：00 

場所：羽島市民病院 

参加者：柴貴志氏、廣渡洋史氏、須貝会長 

内容：3団体共同で行う、柴貴志氏が会長を務める。 

 

■福祉用具供給協会との打ち合わせ 

日程：令和元年 31年 5月 20日(月)19：00～21：00 

場所：コメダ珈琲岐阜駅前店 

参加者：須貝会長、樅山貴子氏、横山敏行氏 

・内容：①岐阜支えあいフェスタ 2019 

    ・令和 2年 1月 24～25日⇒OT枠は 25日 

    ②福祉用具サービス計画書作成研修への OT派遣依頼 

    （1）岐阜地区：令和元年 7月 6日 

・派遣者：市田氏(平成医療短期大学)、河村氏(サンビレッジ専門学校)、高見氏

（岐阜リハビリテーションホーム) 

（2）飛騨地区：令和元年 8月 24日 

・派遣者：手塚氏（特養シクラメン）、中谷氏（ひまわり） 

 

■介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会全国設置事業 

日程：令和元年年５月 25日（土）13:00～17:00 

場所：TKPガーデンシティ PREMIUM広島駅北口 

参加者：高橋氏（大垣市民病院）須貝会長 

 

■田中まさし君を激励する会 

日程：令和元年６月１日（土）18:00～20:00  

場所：ワークプラザ岐阜 

参加者：須貝会長 参加費：20,000円（会費） 

 

■岐阜こども療育用具福祉機器展 打合せ 

日程：日程：令和元年６月２日（土）13:00～14:00 

場所：セラミックパーク 

参加者：柴貴志氏、手塚千尋氏、須貝会長 

分科会：講師 松本郁代氏（東濃訪問看護ステーション）  

テーマ「配慮に必要な子の支援方法を作業療法士から学ぶ」 

 



■監事会 OT派遣 

日程：令和元年６月 12日（水）19:30～ 

場所：岐阜市医師会館 

参加者：藤井氏（岐阜保険短期大学）、山田貴章氏（山田メディカル） 

 

■検討事項 

①士会活動費の提案 

・政治団体との連携も今後必要。個人負担には限界があるため当士会でも年 1 回程度に

「士会活動費」の予算確保ができないか？ 

 →須貝会長、連盟窓口になる方へ今後補助を行っていく。 

 

生涯教育部（林節） 

■ポイント配布について 

第 23回岐阜県作業療法士学会時のポイント申請者５名 

 

■臨床実習者指導者講習会について 

・第 1回臨床実習指導者講習会 3者会議開催 

場所：平成医療短期大学 

内容：臨床自習指導者講習会の概要説明 

運営形態：今後は単独開催で実施していく 

開催日程：練和 2 年 2 月 29 日（土）、3 月 1 日（日） 

講習企画責任者：須貝会長、運営事務担当：サンビレッジ、当日の会場設営は養成校 

企画担当：林節也氏 財務担当：岐阜保健大学 

 

地方局（安井） 

■西濃圏域勉強会 

①勉強会 

日程：令和元年６月７日（金）19：30～21：00 

場所：博愛会病院 

テーマ：エコー勉強会：形山真也氏（FUJIFILM） 

    Power grip時の豆状骨の動態と握力との関係性：森義弘先生（博愛会病院） 

参加者：30名 参加施設数：10施設 

内容：実技系の勉強会の満足度が高い結果が出た。今後の企画参考に役立てる。 

②新人歓迎会・親睦会：令和元年７月６日（土）19：00 

場所：いろはにほへと大垣駅前店 

③次回勉強会：令和元年９月 13日 



■岐阜圏域（藤井） 

ブロック長会議を８・９月に予定 

 

■東濃圏域（鈴木） 

長野県の先生に勉強会の開催の依頼、発達領域の勉強会に参加、伝達を行っていく。 

 

■飛騨圏域（野尻） 

症例検討会を今後行っていけるように定期的に企画していく。 

 

学会（野尻） 

■第 23 回岐阜県作業療法学会 

日時：令和元年 6 月 16 日（日）10:00～17:00 

場所：高山市民会館 

参加者：会員 132 名、非会員 54 名、合計：186 名 

反省点：・学会長の決定に時間を要した。 

    ・後援会名義依頼の時期が遅れ、学会誌作成に支障があった。 

    ・広告・協賛について前年度の企業をすべて継続できなった。 

    ・他施設との連係ミスで多くの労力を費やした。 

    ・学会実行委員スタッフが２つの施設に集中してしまった。 

    ・運営スタッフの人員確保について常に不安があった。 

    ・弁当配布のトラブルがあった。 

 

■検討事項 

・弁当の配布→協賛で企業に配布する分がなく対応するスタッフに混乱が起きた 

       来年度は協賛企業の人数も踏まえて発注を行う。 

・飛騨圏域の人数では負担が大きい。運営スタッフは他の圏域の会員の協力が必要かと 

思われる。また運営スタッフも当日の学会参加ができるように配慮していく必要がある。 

今後、東海北陸学会に向けて支援体制を構築していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会(古桧山) 

■第 24回岐阜県作業療法学会 

・学会開催日 2020年６月 28日(日) 

・会場：郡上市総合文化センターまたは関市文化会館 

・学会テーマ：講師との兼ね合いで「哲学」という単語を入れていきたい。 

・内容：講演：京極真先生(吉備国際大学 作業療法士) 

・市民公開講座：次回講師の案を持ち寄る(各施設)。 

・役割分担：核施設が学会当日に動員できる人数を確認し、人数に合わせて役割を決める。 

      次回までに動員できる人数を把握し、報告する(各施設)。 

      学会当日までの詳細スケジュールを作成する(関中央病院)。 

 

■検討事項 

・抄録の配布をやめ、PDF化し学会の HPにアップしてはどうか？ 

→経費削減、効率化のために PDF化を進める。 

浮いた金額を東海北陸学会の運営に充てる。 

 

広報部会員向け（田中） 

■次号（ごったに 94号） 

発送日：平成 31年８月 28日（水） 

内容：巻頭言(羽島市民病院：木下大輔氏)、特集記事(飛騨地域の I ターン・U ターン制度

について)、活動報告、広報部取材ページ広報部取材ページ(私の職場の強み・突撃

となりの作業療法士) 

掲載議事の締め切り日：７月 31日(金) 

 

■次々号について 

・発送日：11月下旬 

・内容：巻頭号、特集記事(内容未定)、活動報告、広報部取材ページ(私の職場の強み・

突撃となりの作業療法士) 

・掲載議事の締め切り日：10月 31日 

 

■提案事項 

①2019度の広報誌特集記事・掲載記事について 

・飛騨地域の取り組みについて(地方局提案) 

・他団体との辛みを紹介(理事会提案) 

・可能であれば 2020年２月発行時に機関紙に同封したい。 

 



■検討事項 

・岐阜清流病院で担当し現在 8年目となるため、そろそろ他施設へ引き継ぎたい。 

→山内ホスピタルに声を掛けていく。 

・岐阜新聞より小学生向けの職業体験を 8月に行うため、OTへの参加依頼があった。 

予算が 15万と高額であったが今回は断ったが来年も同様の話が来るかと。 

 

事業部(山田) 

■報告事項 

内容：第 36回各務原市健康のつどい 

日時：令和元年 6月 9日(日) 

場所：各務原市産業福祉会館 参加者：120名ほど 

 

■予定 

高校生 1日体験：令和元年 8月 6～8日 

第 24回大垣市民の健康広場：令和元年 10月 20日(日) 

第 40回岐阜市健康まつり：令和元年 11月 4日(月) 

 

■検討事項 

瑞穂市の RUN伴+への県士会としての参加を事業部の活動で行う 協賛金の必要なし。 

→5-6人の参加を呼び掛ける。 

 

社会局（君垣） 

■認知症初期集中支援研修会 

日程：令和２年１月または２月 9:30～16:00 

担当者：服部優香理氏、長谷川岳氏、小森英世氏、君垣義紀氏 

場所：未定 

内容：①認知症初期集中支援チームの概要、②認知症とともに地域で幸せに暮らすコツ～

専門職として知っておくべきこと～、③グループワーク 

講師：山口智晴氏 

後援予定：岐阜県、開催市 

 

 

 

 

 

 



■認知症アップデート研修 

日程：令和２年 10月または 11月 ９:30～16:00 

担当者：服部優香理氏、長谷川岳氏、小森英世氏、君垣義紀氏 

場所：未定 

内容：①世界及び日本における認知症の課題 

②認知症の障害の本質と認知症原因疾患への理解 

③行動・心理状態(BPSD)の原因の背景及び障害構造の理解 

④認知症作業療法士におけるアセスメントとマネジメント 

⑤若年性認知症患者さんの体験談 

 

■地域ケア・介護予防推進リーダー研修会 

①介護予防推進リーダー研修会 

開催日：令和元年９月 14日(土)：大垣市 

        11月２日(土)：高山市 

時間：9:00～17:00 

②地域包括ケア推進リーダー研修会 

開催日：令和元年９月 15日(日)：大垣市 

        11月３日(日)：高山市 

時間：9:00～17:00 

③地域包括ケア推進リーダーアドバンス研修 

開催日：令和元年 12月８日(日)：岐阜市 

        11月２日(土)：高山市 

時間：9:00～17:00 

④介護予防推進リーダーアドバンス研修 

開催日：令和元年 12月７日(土)：岐阜市 

時間：9:00～17:00 

 

■地域包括ケア会議について 

１）大垣市 

時間：13:30～15:30 

参加者：藤井亜希子氏、吉田麻子氏、成田公美氏、森義弘氏、廣瀬由香氏、小森英世氏 

学術研修部(東灘氏) 

 

 

 

 



■平成 31年度学術部研修計画 

①身体障害領域：企画 中島啓一郎氏 

日時：平成 31年９月 15日(日)  

テーマ：未定(高次脳機能障害について) 

講師：藤田高史教授(星城大学) 

会場：西美濃厚生病院 

②発達障害領域：企画 後藤昭道氏 

テーマ：学童期における作業療法 

    →学童保育とのタイアップ、昨年同様参加を募る。 

③老年期作業療法 

担当者不在のため未定 

 

■来年度予算・ポイント 

予算：130,000円(内訳：講師代 80,000円、会場費 15,000円、雑費 5,000円、 

旅費申請 30，000円) 

ポイント：110ポイント 

 

現職者研修部（森島） 

■活動報告 

１）第 1 回現職者共通研修 

日程：令和元年６月 23日(日) 9:30～15:00 

場所：平成医療短期大学 

内容：①日本と世界の作業療法の動向②実践のための作業療法研究③作業療法における協

業・後輩育成 

２）収支 

第 1回現職者選択研修 

収入：89,500円、支出 43,302円、収支 46,198円 

３）今後の予定 

①第１回現職者選択研修 

日程：令和元年８月 18日 

場所：平成医療短期大学 

内容：MTDLP基礎研修 

②第２回現職者選択研修 

日程：令和元年 10月ごろ 

場所：平成医療短期大学 内容：老年期障害領域 

 



③第２回現職者共通研修 

日程：令和元年 12月ごろ 

場所：平成医療短期大学 

内容：「事例報告と事業研究」 

   「事例検討」「事例報告」 

 

総務部（木下） 

■今年度で財務部理事を退く予定、今後部員という形で協力は行っていく。 

 

総会運営部（中根） 

■総会参加者、委任状、枚数、定足数について 

第５回は学会とは重なっておらず、定足数が 51.9と低い→総会と学会の別開催は 

難しいか？ 

 

■活動予算について 

・今年度の活動予算として 70,000円を計上していた。実際の活動費として 75,765円の 

経費が必要となり、5,765円の予算オーバーとなった。 

 

会員情報部・IT 部・総務部（山河） 

■IT部 

メール登録数：515名（87％）、送信不能 23名（4％）、未登録 57名（9％） 

メール配信：29件（事務連絡８件、他団体研修会案内 13件、岐阜県士会主催の研修会 

案内４件、県学会案内２件、東海北陸学会案内０件） 

報告：①2019年度大規模災害発生を想定したシミュレーション訓練の実施について 

   ②契約中のポケット WIFIの解約について 

   →現在使用中の WIFIは８月で解約予定、今後は県士会が所持するポケット WIFI は 

IT部と会員情報部の２台の契約となる。 

 

■会員情報部 

会員数：595名、協会自動退会による県士会退会者６名、県士会費１年未納＋協会自動 

退会者１名、県士会費２年未納による県士会強制退会者２名 

新規入会者：43名(43名、そのうち既卒 15名) 

 

 

 

 



■総務部 

①新人オリエンテーション 

日程：2019年５月 26日(日)9:00～13:00（新人は昼食無料） 

場所：大垣市情報工房 5階セミナー室（80名収容） 

内容：県士会入会手続き、会長挨拶、事務手続き、生涯教育システムの説明、 

臨床実習指導者研修の説明、その他、歓迎会を兼ねた昼食（理事交えて） 

会場使用料：8.000円(使用時間 9:00～13:00) 

②会費請求時期 

今年度より広報誌の発想が７月～８月に変更となったため、それに伴い会費請求時期と

会員名簿発送時期も８月末になる見込み 

③事務局 PC更新 

・WINDOWS7 のサポート終了時期が近付いており、財務部と事務局長が使用している PC を

更新したい 

④次回理事会日時 

日時：10月５・12・19日(土)のいずれか 伝助で調整を行う 

場所：平成医療短期大学予定 


